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講義名称

授業形態開講学期

ミクロ経済学Ⅰ

前期 火曜日 ２時限 大）311 近藤　功庸

単位 必須・選択2

経済2年経営経済学科

ミクロ経済学は経済学のすべての基礎となる分野であり、経済学をさらに学ぶ上で、その知識は不可欠といえる。グラフや数式が出てくるな
ど、初学者にとって取っつきにくく見えるが、エッセンスは極めてシンプルである。この授業では、事例を中心とした講義と問題演習を通し
て、ミクロ経済学のエッセンスを習得する。この講義は、ディプロマポリシーの「知識・理解」の向上に貢献するものである。

授業の概要

科目ナンバリング EC2-108C

開講期・曜日・時限

配当学年

選択必修

講義名称（英）

前期 講義

担当教員

①ミクロ経済学の基礎的な用語や考え方を理解し、説明できる。
②ミクロ経済学の考え方を応用して現実社会の問題を分析できる。
③経済学を現実の問題に応用することができる。

到達目標

基本は講義形式であるが、一方通行の授業ではなく、できるだけ学生とディスカッションする形で進めて行く予定である。さらに講義内容に
関連して問題演習を行い、学生に回答を求めることがある。

ディプロマ・ポリシーとの関連

授業の形態及び方法

評価方法・基準

学科

経済学部経営経済学科

保健福祉学部コミュニティ福祉学科

保健福祉学部保健看護学科

定期試験などにより評価する。具体的には以下の通り。テスト８０％、レポート課題１０％、授業態度１０％。特に授業態度については、デ
ィスカッションにおける発言内容を重視する。
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授業計画

回数 授業内容
講義の進め方と内容の紹介授業のガイダンスを行う。特に授業の心構えを周知する
。

需要と供給の理論(1)家計の行動と需要曲線

需要と供給の理論(2)企業の行動と供給曲線

需要と供給の理論(3)
市場均衡

需要と供給の理論(4)
市場の不均衡

需要と供給の理論(5)
需要と供給の変化

需要と供給の理論(6)
需要の価格弾力性と需要の所得弾力性

需要と供給の理論(7)需要の交差弾力性と供給の弾力性

家計行動の理論(1)財の選好と効用

家計行動の理論(2)無差別曲線と効用、無差別曲線の特徴

家計行動の理論(3)限界代替率

家計行動の理論(4)予算の制約：予算制約式と予算線

家計行動の理論(5)最適購入量の決定

家計行動の理論(6)限界代替率と価格比率の均衡

家計行動の理論(7)

財の価格または予算の変化による最適消費点の変化

第29回

第30回

第28回

第27回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第20回

第19回

第12回

第14回

第11回

第13回

第15回

第16回

第17回

第18回

第10回

第9回

第8回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

事前学習 事後学習

需要とは何か、さらに
需要曲線の特徴を予習

供給とは何か、さらに
供給曲線の特徴を予習

需要曲線と供給曲線に
よる市場均衡を予習す

市場の不均衡とは何を
予習する。

需要曲線と供給曲線の
シフトを予習する。

需要の価格弾力性と需
要の所得弾力性の定義

需要の交差弾力性と供
給の弾力性の定義を予

財の選好と効用の意味
を予習する。

無差別曲線の特徴を予
習する。

限界代替率の定義を予
習する。

予算線の定義を予習す
る。

財の最適購入量がどの
ように決定されるかを

財の最適購入量がどの
ように決定されるかに

財の価格または予算の
変化について、図を

財の消費量増加ととも
に効用がどう変化する

無差別曲線の特徴を図
を使って説明できるよ

需要曲線の読み方が説
明できるようjに復習す

需要の交差弾力性と供
給の弾力性を数学的に

需要の価格弾力性と需
要の所得弾力性を数学

需要曲線と供給曲線の
シフトによる価格や数

市場の不均衡によって
、財の取引がどうな

市場均衡の意味、さら
に市場が均衡すること

供給曲線の読み方が説
明できるようjに復習す

無差別曲線と限界代替
率の関係が説明できる

財の価格または予算の
変化について、最適消

財の最適購入量がどの
ように決定されるかに

財の最適購入量がどの
ように決定されるかに

予算線が「どのような
意味を持つかについ
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教科書

その他

私語、スマートフォン・携帯電話の使用など、授業と関係のない行為は一切禁止。こうした行為があった場合、受講は認めない（当然ながら
、単位は認めない）。

『特に指定しない。必要に応じて、資料を配
付する。』

書籍名 著者 出版社 出版年 ISBN

参考書

『マンキュー経済学I ミクロ編(第4版)』

『ミクロ経済学の力』

『ミクロ経済学・入門--ビジネスと政策を読
みとく 新版』

『ミクロ経済学』

N・グレゴリー・マンキュー

神取道宏

柳川 隆, 町野 和夫, 吉野 一郎

嶋村紘輝

東洋経済新報社

日本評論社

有斐閣アルマ

成文堂

2019

2014

2015

1983

書籍名 著者 出版社 出版年 ISBN

教科書(自由記述)

実務経験

実務経験なし

参考書(自由記述)


